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(57)【要約】
【課題】まつ毛を化粧する過程で、まつ毛の前段梳き流
しと、まつ毛のカールと、マスカラ液のダマの除去とを
行なうことができる、まつ毛整形具を提供する。
【解決手段】グリップを兼ねる本体ケース１の一端に整
形ヘッド２を有し、整形ヘッド２にまつ毛を加熱するヒ
ーター８を配置する。整形ヘッド２の周面一側に、側部
カール面１３と側部コーム１４を備えた側部側整形部１
１を設け、周面他側に側部マスカラコーム１６を設ける
。整形ヘッド２の突端に端部側整形部１２を設ける。端
部側整形部１２の突端に端部カール面２１と、まつ毛を
梳き流す端部コーム２２を設ける。さらに、端部側整形
部１２に、まつ毛に付着したマスカラを梳き取る端部マ
スカラコーム２３を設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グリップを兼ねる本体ケース（１）の一端に整形ヘッド（２）を有し、整形ヘッド（２
）にまつ毛を加熱するヒーター（８）が配置してある加熱型のまつ毛整形具であって、
　整形ヘッド（２）の突端に端部側整形部（１２）が設けられており、
　端部側整形部（１２）の突端に端部カール面（２１）と、まつ毛を梳き流す端部コーム
（２２）とが設けられており、
　端部側整形部（１２）に、まつ毛に付着したマスカラを梳き取る端部マスカラコーム（
２３）が設けてあることを特徴とするまつ毛整形具。
【請求項２】
　端部マスカラコーム（２３）の櫛歯（３４）の配列方向と、端部コーム（２２）の櫛歯
（３２）の配列方向とを異ならせて、端部マスカラコーム（２３）の梳き流し方向が、端
部コーム（２２）の梳き流し方向と直交する向きに設定してある請求項１に記載のまつ毛
整形具。
【請求項３】
　端部マスカラコーム（２３）の櫛歯列を、端部コーム（２２）の櫛歯（３２）と平行に
設けて、端部マスカラコーム（２３）が端部コーム（２２）を兼ねている請求項１または
２に記載のまつ毛整形具。
【請求項４】
　端部マスカラコーム（２３）が、端部カール面（２１）の端部に配置してある請求項１
から３のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項５】
　端部マスカラコーム（２３）の端部カール面（２１）からの突出寸法（Ｈ３）が、端部
コーム（２２）の端部カール面（２１）からの突出寸法（Ｈ４）と同じか、これより大き
く設定してある請求項３または４に記載のまつ毛整形具。
【請求項６】
　端部コーム（２２）を構成する櫛歯（３２）の歯幅（Ｗ２）が、端部マスカラコーム（
２３）の櫛歯（３４）の歯幅（Ｗ１）に比べて大きく設定されており、
　端部コーム（２２）が、端部マスカラコーム（２３）の突き刺さりを規制する防護体を
兼ねている請求項５に記載のまつ毛整形具。
【請求項７】
　端部マスカラコーム（２３）を構成する櫛歯（３４）の歯幅（Ｗ１）および隣接ピッチ
（Ｐ１）が、端部コーム（２２）を構成する櫛歯（３２）の歯幅（Ｗ２）および隣接ピッ
チ（Ｐ２）より小さく設定してある請求項５または６に記載のまつ毛整形具。
【請求項８】
　端部側整形部（１２）の周側面（１８ａ）で、端部マスカラコーム（２３）の基端部分
に温度表示体（３８）が設けてある請求項２から７のいずれかひとつに記載のまつ毛整形
具。
【請求項９】
　整形ヘッド（２）の周面一側に、整形ヘッド（２）の中央へ向かって凹む段落ち面（１
５）が設けられており、
　前記段落ち面（１５）に、まつ毛に付着したマスカラを梳き流す側部マスカラコーム（
１６）が設けてある請求項１から８のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項１０】
　前記段落ち面（１５）の下部と本体ケース（１）との間に、本体ケース（１）の周面か
ら段落ち面（１５）へ向かって下り傾斜する逃げ面（３９）が形成してある請求項９に記
載のまつ毛整形具。
【請求項１１】
　側部マスカラコーム（１６）が、前記段落ち面（１５）の幅方向中央に直線列状に設け
てある請求項９または１０に記載のまつ毛整形具。
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【請求項１２】
　端部側整形部（１２）に、前記段落ち面（１５）の上部に連続する周側面（１８ａ）が
形成されており、
　側部マスカラコーム（１６）の前記段落ち面（１５）からの突出寸法（Ｈ１）が、前記
周側面（１８ａ）の前記段落ち面（１５）からの突出寸法（Ｈ５）より大きく設定されて
おり、
　前記周側面（１８ａ）が、側部マスカラコーム（１６）の突き刺さりを規制する防護体
を兼ねている請求項９から１１のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項１３】
　側部マスカラコーム（１６）の櫛歯列の長さ（Ｌ３）が、端部マスカラコーム（２３）
の櫛歯列の長さ（Ｌ４）より大きく設定してある請求項９から１２のいずれかひとつに記
載のまつ毛整形具。
【請求項１４】
　側部マスカラコーム（１６）の櫛歯（１９）の突出寸法（Ｈ１）が、端部マスカラコー
ム（２３）の櫛歯（３４）の突出寸法（Ｈ３）より大きく設定してある請求項９から１３
のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項１５】
　端部側整形部（１２）の周側面（１８ａ）が平坦に形成されており、
　前記周側面（１８ａ）に連続して端部マスカラコーム（２３）が上向きに突設されてお
り、
　前記周側面（１８ａ）と端部マスカラコーム（２３）とが、側部マスカラコーム（１６
）の突き刺さりを規制する防護体を兼ねている請求項１２から１４のいずれかひとつに記
載のまつ毛整形具。
【請求項１６】
　整形ヘッド（２）の周面一側に側部マスカラコーム（１６）が、周面他側に側部側整形
部（１１）が設けてある請求項９から１５のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項１７】
　側部マスカラコーム（１６）の櫛歯（１９）の突出寸法（Ｈ１）が、側部側整形部（１
１）に設けた側部コーム（１４）の櫛歯（３０）の突出寸法（Ｈ２）より大きく設定して
ある請求項９から１６のいずれかひとつに記載のまつ毛整形具。
【請求項１８】
　側部マスカラコーム（１６）の櫛歯（１９）の突出寸法（Ｈ１）が、側部コーム（１４
）の櫛歯（３０）の突出寸法（Ｈ２）の２倍を越える値に設定してある請求項１７に記載
のまつ毛整形具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、まつ毛に熱を加えながら整形する加熱型のまつ毛整形具、なかでも整形ヘッ
ドにマスカラコームを備えているまつ毛整形具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、この種のまつ毛整形具を先に提案している（特許文献１）。そこでは、整
形ヘッドの周面一側と突端面のそれぞれに、第１整形面と第２整形面を設け、各整形面に
まつ毛整形用の櫛歯を設けている。第１整形面と第２整形面の内部には、ヒーターが配置
してあり、このヒーターの熱でまつ毛を加熱しながら各整形面で押し上げてカールするこ
とができる。第１整形面は、まつ毛の湾曲中央部分に位置する長くて密度の高いまつ毛を
カールするために設けてあり、突端の第２整形面は、目頭側や目尻側に生えている短くて
密度が低いまつ毛をカールするために設けてある。多くの場合、まつ毛整形具でカールし
た後のまつ毛にはマスカラ液を塗布して、まつ毛を濃く長く見せ、さらにカール形状を強
調する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１４８９８２号公報（段落段落００３５、図１２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　まつ毛を化粧する際には、マスカラコームでまつ毛を梳き流す前段作業と、まつ毛整形
具でまつ毛をカールする作業と、マスカラブラシでマスカラをまつ毛に塗布する作業と、
マスカラの塊（以下、ダマと言う。）をマスカラコームで除去する作業などを行う。特許
文献１のまつ毛整形具によれば、カールしにくい目頭側や目尻側のまつ毛をも自然な感じ
にカールできる。しかし、一連の作業を行うのにマスカラコームと、まつ毛整形具と、マ
スカラブラシを使い分けながら繊細な作業を行う必要があり、全体として作業が煩雑で、
まつ毛の化粧に多くの手間が掛かってしまう。
【０００５】
　例えば、特許文献１のまつ毛整形具において、第１整形面と第２整形面に設けた櫛歯で
ダマの除去を行うと、マスカラコームを使用することなくまつ毛を化粧できる。ところが
、ヒーターの外面に櫛歯が配置してあるので、櫛歯を利用してダマを梳き取ったとしても
、梳き取られたダマがヒーターの表面に付着し堆積するため、その除去に多くに手間が掛
かってしまう点で実用性に問題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、まつ毛を化粧する過程で、まつ毛の前段梳き流し作業と、まつ毛のカ
ールと、ダマの除去作業を行なうことができる、より多くの機能を発揮できるまつ毛整形
具を提供することにある。
　本発明の目的は、目頭側や目尻側におけるまつ毛の前段梳き流し作業と、ダマの除去と
を適確に行なうことができ、したがって、まつ毛の化粧をより短い時間で行えるまつ毛整
形具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るまつ毛整形具は、グリップを兼ねる本体ケース１の一端に整形ヘッド２を
有し、整形ヘッド２にまつ毛を加熱するヒーター８が配置してある加熱型のまつ毛整形具
を対象とする。整形ヘッド２の突端に端部側整形部１２を設ける。図１に示すように、端
部側整形部１２の突端に端部カール面２１と、まつ毛を梳き流す端部コーム２２を設ける
。さらに、端部側整形部１２に、まつ毛に付着したマスカラを梳き取る端部マスカラコー
ム２３を設けることを特徴とする。
【０００８】
　図４に示すように、端部マスカラコーム２３の櫛歯３４の配列方向と、端部コーム２２
の櫛歯３２の配列方向とを異ならせて、端部マスカラコーム２３の梳き流し方向を、端部
コーム２２の梳き流し方向と直交する向きに設定する。
【０００９】
　端部マスカラコーム２３の櫛歯列を、端部コーム２２の櫛歯３２と平行に設けて、端部
マスカラコーム２３が端部コーム２２を兼ねるようにする。
【００１０】
　端部マスカラコーム２３は、端部カール面２１の端部に配置する。
【００１１】
　図５に示すように、端部マスカラコーム２３の端部カール面２１からの突出寸法Ｈ３を
、端部コーム２２の端部カール面２１からの突出寸法Ｈ４と同じか、これより大きく設定
する。
【００１２】
　端部コーム２２を構成する櫛歯３２の歯幅Ｗ２を、端部マスカラコーム２３の櫛歯３４
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の歯幅Ｗ１に比べて大きく設定して、端部コーム２２が、端部マスカラコーム２３の突き
刺さりを規制する防護体を兼ねるようにする。
【００１３】
　端部マスカラコーム２３を構成する櫛歯３４の歯幅Ｗ１および隣接ピッチＰ１を、端部
コーム２２を構成する櫛歯３２の歯幅Ｗ２および隣接ピッチＰ２より小さく設定する。
【００１４】
　図６に示すように、端部側整形部１２の周側面１８ａで、端部マスカラコーム２３の基
端部分に温度表示体３８を設ける。
【００１５】
　整形ヘッド２の周面一側に、整形ヘッド２の中央へ向かって凹む段落ち面１５を設け、
この段落ち面１５に、まつ毛に付着したマスカラを梳き流す側部マスカラコーム１６を設
ける（図２参照）。
【００１６】
　段落ち面１５の下部と本体ケース１との間に、本体ケース１の周面から段落ち面１５へ
向かって下り傾斜する逃げ面３９を形成する（図２参照）。
【００１７】
　側部マスカラコーム１６は、前記段落ち面１５の幅方向中央に直線列状に設ける（図３
参照）。
【００１８】
　端部側整形部１２に、段落ち面１５の上部に連続する周側面１８ａを形成する。側部マ
スカラコーム１６の段落ち面１５からの突出寸法Ｈ１を、周側面１８ａの段落ち面１５か
らの突出寸法Ｈ５より大きく設定する。これにより、周側面１８ａが、側部マスカラコー
ム１６の突き刺さりを規制する防護体を兼ねるようにする。
【００１９】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯列の長さＬ３を、端部マスカラコーム２３の櫛歯列の長
さＬ４より大きく設定する。
【００２０】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、端部マスカラコーム２３の櫛歯
３４の突出寸法Ｈ３より大きく設定する（図５参照）。
【００２１】
　端部側整形部１２の周側面１８ａを平坦に形成する。周側面１８ａに連続して端部マス
カラコーム２３を上向きに突設する。これにより、周側面１８ａと端部マスカラコーム２
３とが、側部マスカラコーム１６の突き刺さりを規制する防護体を兼ねるようにする。
【００２２】
　整形ヘッド２の周面一側に側部マスカラコーム１６を設け、周面他側に側部側整形部１
１を設ける。
【００２３】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、側部側整形部１１に設けた側部
コーム１４の櫛歯３０の突出寸法Ｈ２より大きく設定する。
【００２４】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、側部コーム１４の櫛歯３０の突
出寸法Ｈ２の２倍を越える値に設定する。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明においては、整形ヘッド２の突端の端部側整形部１２に端部カール面２１と、端
部コーム２２を設け、さらに、まつ毛に付着したマスカラを梳き取る端部マスカラコーム
２３を設けるようにした。このように、整形ヘッド２の突端に端部側整形部１２を備えた
まつ毛整形具によれば、整形ヘッド２を縦長に保持した状態で、まつ毛を端部側整形部１
２でカールできる。したがって、本体ケース１を握っている手が鏡越しに見る視線の邪魔
になるのを防止して、カール作業を確実に、しかも容易に行なうことができる。



(6) JP 2012-157381 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

【００２６】
　また、まつ毛の前段梳き流し作業、およびまつ毛に付着したダマを梳き取ってまつ毛を
仕上げる場合にも、端部マスカラコーム２３を縦長に保持した状態で作業を行なえるので
、上記のカール作業と同様に、本体ケース１を握っている手が鏡越しに見る視線の邪魔に
なるのを防止できる。したがって、まつ毛の前段梳き流し作業からダマの除去に至る一連
の作業を確実に、しかも容易に行なうことができる。カールしたまつ毛にマスカラ液を塗
布したのち、まつ毛に付着したダマを端部マスカラコーム２３で梳き取って、まつ毛を仕
上げることができるので、まつ毛整形具とは別に、専用のマスカラコームを用意する必要
がない。さらに、毛密度が小さくて整形しにくい目頭や目尻部分の短いまつ毛を、端部側
整形部１２に設けた端部カール面２１および端部マスカラコーム２３で的確にしかも綿密
にくせ付けできるので、マスカラ液の塗布を除く一連の作業を、まつ毛整形具のみで簡便
に行なえる。加えて、まつ毛の化粧をより短い時間で行える。
【００２７】
　端部側整形部１２は、まつ毛の前段梳き流し作業とカール処理、およびダマ処理に使用
することができる。また、側部側整形部１１に比べて全体のサイズが小さな端部側整形部
１２は、個々のまつ毛ごとにカール処理を行ない、あるいは個々のまつ毛に付着したマス
カラを梳き取ることが可能であるので、カール処理やダマ処理などをきめ細やかに、しか
も適確に行なうことができる。
【００２８】
　端部マスカラコーム２３の櫛歯３４と端部コーム２２の櫛歯３２の、梳き流し方向を互
いに直交する向きに設定したまつ毛整形具によれば、両コーム２２・２３を明確に区別で
きるので、両コーム２２・２３が間違った使用法で使用されるのを防止できる。また、整
形ヘッド２の突端の端部側整形部１２に、端部コーム２２と端部マスカラコーム２３を集
約配置するので、端部側整形部１２をコンパクトにまとめることができ、構造が複雑化す
ることも解消できる。
【００２９】
　端部マスカラコーム２３の櫛歯列を、端部コーム２２の櫛歯３２と平行に設けると、ま
つ毛を端部カール面２１でカールする際に、端部コーム２２と端部マスカラコーム２３と
が協同してまつ毛を梳き流すことができる。つまり、端部マスカラコーム２３を利用して
まつ毛をカールする方向に梳き流すことができるので、その分だけ端部コーム２２の櫛歯
３２の数を減らすことができ、端部側整形部１２の構造をさらにコンパクト化できる。こ
のように、コンパクト化された端部側整形部１２は、目頭側や目尻側におけるまつ毛の前
段梳き流し作業と、カール作業と、ダマの除去とをさらに適確に行なうことができ、した
がって、まつ毛の化粧をより短い時間で行える。さらに、一連の作業において、まつ毛を
視認するとき端部側整形部１２が邪魔になるのをよく防止できる。
【００３０】
　端部カール面２１の端部に端部マスカラコーム２３を配置すると、例えば、端部マスカ
ラコーム２３によるダマの除去を、端部コーム２２に邪魔されることもなく適確に行え、
まつ毛整形具の使い勝手を向上できる。まつ毛から梳き取ったダマが、端部カール面２１
やヒーター８に付着するのを防止できるうえ、端部マスカラコーム２３に付着したダマの
除去を簡便に行える。
【００３１】
　端部マスカラコーム２３の突出寸法Ｈ３を、端部コーム２２の突出寸法Ｈ４と同じか、
これより大きく設定すると、端部マスカラコーム２３によるダマの除去を適確に行える。
とくに、端部マスカラコーム２３が、端部コーム２２より大きく突出してある場合には、
毛密度が小さく短い目頭や目尻部分のまつ毛、あるいは下まつ毛を、端部マスカラコーム
２３で１本ずつ確実に梳き流して、その形を整えることができる。
【００３２】
　端部コーム２２を構成する櫛歯３２の歯幅Ｗ２が、端部マスカラコーム２３の櫛歯３４
の歯幅Ｗ１に比べて大きく設定してあると、端部マスカラコーム２３が肌面に突き刺さろ
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うとするとき、端部コーム２２で肌面を受止めることができる。したがって、端部マスカ
ラコーム２３が、端部コーム２２より突出させてある場合であっても、端部マスカラコー
ム２３が肌面に突き刺さるのを防いで、まつ毛整形具の安全性を確保し、ユーザーが傷付
くのを防止できる。
【００３３】
　端部マスカラコーム２３の櫛歯３４の歯幅Ｗ１および隣接ピッチＰ１を、端部コーム２
２の櫛歯３２の歯幅Ｗ２および隣接ピッチＰ２より小さく設定すると、毛密度が大きい部
分のまつ毛を端部マスカラコーム２３で一本ずつ適確に梳き流すことができる。したがっ
て、毛密度が大きなまつ毛を、ユーザーの意図どおりに整えることができ、まつ毛に付着
しているダマを確実に梳き取って、その仕上がり状態を向上できる。
【００３４】
　端部側整形部１２の周側面１８ａで、端部マスカラコーム２３の基端部分に温度表示体
３８を設けると、端部マスカラコーム２３でまつ毛の前段梳き流し作業を行うとき、温度
表示体３８をユーザーの顔面に正対させることができる。したがって、ユーザーは前段梳
き流し作業を行いながら、温度表示体３８の呈色状態を見て、端部カール面２１が適温に
なっているか否かを確認できる。また、端部カール面２１が加熱された状態であることを
温度表示体３８で知ることができるので、ユーザーの注意を喚起して、端部カール面２１
が不用意に肌面に押し付けられるような事故を未然に防止でき、まつ毛整形具の安全性を
さらに向上できる。
【００３５】
　整形ヘッド２の周面一側に設けた段落ち面１５に側部マスカラコーム１６を設けるまつ
毛整形具によれば、側部マスカラコーム１６を整形ヘッド２の上下方向に沿う広範囲にわ
たって縦長に形成できる。したがって、中央部分を含むまつ毛の大半の部分に付着してい
るダマを、側部マスカラコーム１６で一気に梳き取ることができる。また、段落ち面１５
に側部マスカラコーム１６を設けるので、その櫛歯１９が整形ヘッド２の周面から大きく
突出するのを防止でき、さらに段落ち面１５に連続して設けられる横櫛ベース１８で櫛歯
１９を保護して、落下などによる櫛歯１９の破損を防止できる。
【００３６】
　本体ケース１の周面から段落ち面１５へ向かって、下り傾斜する逃げ面３９を形成する
と、側部マスカラコーム１６に隣接して逃げ面３９に臨む大きな空間を確保できる。した
がって、側部マスカラコーム１６で前段梳き流し作業を行い、あるいはダマを除去する場
合のユーザーの視界を大きくでき、さらに、先の空間を介してまつ毛の状態を明確に視認
でき、まつ毛整形具の使い勝手を向上できる。
【００３７】
　側部マスカラコーム１６は、前記段落ち面１５の幅方向中央に直線列状に設けると、整
形ヘッド２の前後周面で側部マスカラコーム１６の櫛歯１９を保護できる。例えば、まつ
毛整形具が床面に落下するような場合に、整形ヘッド２の前後周面が床面に衝突すること
により、側部マスカラコーム１６が床面に衝突する機会を減少できる。したがって、他の
コーム１４・２２・２３に比べて長い側部マスカラコーム１６の折損を、よく防止できる
。
【００３８】
　側部マスカラコーム１６の段落ち面１５からの突出寸法Ｈ１を、周側面１８ａの段落ち
面１５からの突出寸法Ｈ５より大きく設定すると、側部マスカラコーム１６が肌面に突き
刺さろうとするとき、周側面１８ａで肌面を受止めることができる。したがって、側部マ
スカラコーム１６が周側面１８ａより突出させてある場合であっても、側部マスカラコー
ム１６が肌面に突き刺さるのを周側面１８ａで防いで、まつ毛整形具の安全性を確保し、
ユーザーが傷付くのを防止できる。
【００３９】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯列の長さＬ３を、端部マスカラコーム２３の櫛歯列の長
さＬ４より大きく設定すると、各マスカラコーム１６・２３の用途を一見するだけで判別
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できる。したがって、両マスカラコーム１６・２３を適宜使い分けることにより、長いま
つ毛と短いまつ毛とを効果的に梳き流し、あるいは、長いまつ毛と短いまつ毛に付着した
ダマを効果的に梳き取ることができる。
【００４０】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、端部マスカラコーム２３の櫛歯
３４の突出寸法Ｈ３より大きく設定すると、各マスカラコーム１６・２３の用途をさらに
確実に判別できる。また、長い櫛歯１９で長いまつ毛を毛先まで梳き流すことができ、短
い櫛歯３４で短いまつ毛を適確に捕捉して梳き流すことができる。
【００４１】
　端部側整形部１２の平坦な周側面１８ａに連続して端部マスカラコーム２３が上向きに
突設してあると、側部マスカラコーム１６が肌面に突き刺さろうとするとき、周側面１８
ａと端部マスカラコーム２３とが協同して肌面を受止めることができる。したがって、側
部マスカラコーム１６が周側面１８ａより突出させてある場合であっても、側部マスカラ
コーム１６が肌面に突き刺さるのを周側面１８ａと端部マスカラコーム２３とで防いで、
まつ毛整形具の安全性を確保し、ユーザーが傷付くのを防止できる。
【００４２】
　整形ヘッド２の周面一側に側部マスカラコーム１６を設け、周面他側に側部側整形部１
１を設けると、整形ヘッド２の上下方向に沿う広範囲にわたって側部側整形部１１を縦長
に形成できる。したがって、長いまつ毛の殆どを側部側整形部１１で一挙にカールでき、
まつ毛の化粧をより短い時間で簡便に行える。
【００４３】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１が、側部コーム１４の櫛歯３０の突
出寸法Ｈ２より大きく設定してあると、側部マスカラコーム１６によるまつ毛の前段梳き
流し作業と、まつ毛に付着しているダマの除去とを一気に行うことができる。さらに、側
部側整形部１１でまつ毛をカールするときに、側部コーム１４がまぶたに接触するのを解
消でき、全体としてまつ毛整形具の使い勝手を向上できる。
【００４４】
　とくに、側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、側部コーム１４の櫛歯
３０の突出寸法Ｈ２の２倍を越える値に設定する場合には、長いまつ毛の前段梳き流し作
業と、まつ毛に付着しているダマの除去とをさらに適確に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に係るまつ毛整形具の整形ヘッドの縦断正面図である。
【図２】本発明に係るまつ毛整形具の正面図である。
【図３】図１におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】本発明に係るまつ毛整形具の整形ヘッドの斜視図である。
【図５】本発明に係る整形ヘッドの各部の寸法関係を示す正面図である。
【図６】本発明に係る整形ヘッドの各部の寸法関係を示す側面図である。
【図７】本発明に係る整形ヘッドによるカール作業例を示す説明図である。
【図８】本発明に係る整形ヘッドによるダマ除去作業例を示す説明図である。
【図９】本発明の別の実施例に係る整形ヘッド要部の正面図である。
【図１０】本発明のさらに別の実施例に係る整形ヘッド要部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
（実施例）　図１ないし図８は本発明に係るまつ毛整形具の実施例を示す。なお、この実
施例における前後、左右、上下とは、図２および図３に示す交差矢印と、各矢印の近傍に
表記した前後、左右、上下の表示に従う。図２においてまつ毛整形具は、グリップを兼ね
る中空筒状の本体ケース１と、本体ケース１の上端に設けられる整形ヘッド２を備えてい
る。本体ケース１の下端にはキャップ３がねじ込み装着してあり、キャップ３を本体ケー
ス１から取り外した状態において、電池４をケース内部に出し入れできる。本体ケース１
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の前面には、電池４と後述するヒーター８との間の通電状態をオン・オフするスイッチノ
ブ５が設けてある。
【００４７】
　整形ヘッド２は、左右に分割した状態で形成されるヘッドベース６と櫛枠７とで逆Ｌ字
状に構成してあり、ヘッドベース６と同ベース６に外嵌装着される櫛枠７との間にヒータ
ー８が逆Ｌ字状に挟み保持してある。図３に示すように整形ヘッド２は断面がＤ字状に形
成してあり、その右周側に側部側整形部１１を設け、上端に端部側整形部１２を設けてい
る。
【００４８】
　両整形部１１・１２のうち、側部側整形部１１は、主にまつ毛列の湾曲中央部分に沿っ
て生えている長いまつ毛をカールするために設けてある。また、端部側整形部１２は、主
に目頭側や目尻側に生えている短いまつ毛、あるいは下まつ毛をカールするために設ける
。ヒーター８は、側部側整形部１１に臨んで配置される第１ヒーター８Ａと、端部側整形
部１２に臨んで配置される第２ヒーター８Ｂとからなる。前後一対ずつ配置される両ヒー
ター８Ａ・８Ｂは、端部側整形部１２でＵ字状に折り返えされる１本のヒーター線で構成
してある。
【００４９】
　側部側整形部１１には、主に長いまつ毛をカールするための側部カール面１３と、カー
ル時に主に長いまつ毛を梳くための側部コーム１４が設けてある。また、側部側整形部１
１と対向する整形ヘッド２の左周側には、整形ヘッド２の左右中央へ向かって凹む段落ち
面１５を設けて、この段落ち面１５に、長いまつ毛に付着したマスカラのダマを梳き取る
側部マスカラコーム１６が設けてある（図６参照）。図４に示すように、ヘッドベース６
は、縦長の縦櫛ベース１７と、縦櫛ベース１７の上端から左向きに突設される横櫛ベース
１８とで逆Ｌ字状に構成してある。縦櫛ベース１７の左側面が先の段落ち面１５になって
おり、その前後幅方向の中央部分に側部マスカラコーム１６を構成する櫛歯１９が上下方
向へ直線列状に形成してある（図２参照）。
【００５０】
　横櫛ベース１８の上面側に設けられる端部側整形部１２には、主に短いまつ毛をカール
するための端部カール面２１と、カール時に主に短いまつ毛を梳くための端部コーム２２
が設けてある。また、横櫛ベース１８の左側の平坦な周側面１８ａの上縁から上方へ向か
って、主に短いまつ毛に付着したマスカラのダマを梳き取る端部マスカラコーム２３が設
けてある。図４に示すように櫛枠７は、縦櫛枠２６と、縦櫛枠２６の上端から左向きに突
設される横櫛枠２７と、縦櫛枠２６に設けた側部コーム１４と、横櫛枠２７に設けた端部
コーム２２を一体に備えている。縦櫛枠２６と横櫛枠２７の前後中央に設けた装填溝２８
に先のヒーター８が装填してある。縦櫛枠２６の外側面が先の側部カール面１３になって
おり、横櫛枠２７の上端面が先の端部カール面２１になっている。
【００５１】
　側部コーム１４は、上下多段状に配置されて縦櫛枠２６の前後壁を橋絡する部分円弧状
の櫛歯３０で構成してあり、各櫛歯３０の内面には、縦櫛枠２６の前後壁と協同してヒー
ター８を受止める受壁３１が突設してある（図３参照）。同様に、端部コーム２２は横櫛
枠２７の前後壁を橋絡する２個の部分円弧状の櫛歯３２で構成してあり、各櫛歯３２の内
面には、横櫛枠２７の前後壁と協同してヒーター８を受止める受壁３３が突設してある（
図６参照）。櫛枠７は、ヘッドベース６に接着固定してある。端部コーム２２の端部カー
ル面２１からの突出寸法Ｈ４は、側部コーム１４の側部カール面１３からの突出寸法Ｈ２
に比べて小さく設定してある。
【００５２】
　図６に示すように、端部マスカラコーム２３は、横櫛ベース１８の周側面１８ａに沿っ
て上向きに突設した５個の櫛歯３４で構成してある。このように、端部マスカラコーム２
３の櫛歯３４の配列方向と、端部コーム２２の櫛歯３２の配列方向とを異ならせることに
より、端部マスカラコーム２３の梳き流し方向と、端部コーム２２の梳き流し方向とを互
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いに直交させることができる。また、端部マスカラコーム２３の櫛歯列は、端部コーム２
２と平行に設けてあるので、端部マスカラコーム２３が端部コーム２２を兼ねて、これら
両者２２・２３が共同してまつ毛を梳き流すことができる。
【００５３】
　端部マスカラコーム２３の基端部分、より詳しくは端部側整形部１２の周側面１８ａに
は円形の温度表示体３８が設けてある。温度表示体３８は可逆性の示温ラベルからなり、
周側面１８ａの温度が設定温度に達すると、それまで黒色だったラベルの色が例えば茶色
に変化して、側部側整形部１１および端部側整形部１２が使用に適した温度状態になって
いることを表示する。
【００５４】
　側部マスカラコーム１６は、まつ毛を梳き流す前段作業時と、マスカラ液をまつ毛に塗
布したのちに使用するが、同コーム１６の使い勝手を向上するために、段落ち面１５の下
部と本体ケース１との間に逃げ面３９が形成してある。逃げ面３９は、本体ケース１の周
面から段落ち面１５へ向かって下り傾斜する凹面状の湾曲面からなり、その半分が本体ケ
ース１の側に、残る半分がヘッドベース６の側に形成してある。
【００５５】
　図４に側部側整形部１１と端部側整形部１２との関係寸法を示しており、さらに図５お
よび図６に各カールコーム１４・２２および櫛歯３０・３２の寸法の対比と、各マスカラ
コーム１６・２３および櫛歯１９・３４の寸法の対比を示している。図４に示すように側
部側整形部１１の櫛歯列の長さＬ１は、端部側整形部１２の櫛歯列の長さＬ２よりはるか
に大きい（Ｌ１＞＞Ｌ２）。側部側整形部１１の前後幅Ｂ１は、端部側整形部１２の前後
幅Ｂ２と等しい（Ｂ１＝Ｂ２）。このように、端部側整形部１２の面積およびサイズは、
側部側整形部１１の面積およびサイズより十分に小さく設定してある。
【００５６】
　図６に示すように、側部マスカラコーム１６の櫛歯列の上下長さＬ３は、端部マスカラ
コーム２３の櫛歯列の前後長さＬ４よりはるかに大きい（Ｌ３＞＞Ｌ４）。さらに、図５
に示すように、側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１は、側部コーム１４の
櫛歯３０の突出寸法Ｈ２より大きく設定してあり（Ｈ１＞Ｈ２）、端部マスカラコーム２
３の櫛歯３４の突出寸法Ｈ３より大きく設定してある（Ｈ１＞Ｈ３）。この実施例では側
部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、側部コーム１４の櫛歯３０の突出寸
法Ｈ２の２倍強の値に設定した。
【００５７】
　また、端部マスカラコーム２３の端部カール面２１からの突出寸法Ｈ３（図５参照）は
、端部コーム２２の端部カール面２１からの突出寸法Ｈ４より大きく設定してある（Ｈ３
＞Ｈ４）。このように、端部マスカラコーム２３に隣接して端部コーム２２を設けると、
端部コーム２２の円弧周面が肌面に接当して、端部マスカラコーム２３の先端が肌面に突
き刺さろうとするのを端部コーム２２で規制できる。つまり、端部コーム２２は、端部マ
スカラコーム２３が肌面に突き刺さるのを規制する防護体として機能できる。また、端部
コーム２２と端部マスカラコーム２３を隣接配置するので、各コーム２２・２３の向きを
変更するだけでカール処理とダマ処理を行なえ、端部側整形部１２によるまつ毛の整形を
迅速かつ容易に行なって、まつげ整形具の使い勝手を向上できる。
【００５８】
　図５および図６において、端部マスカラコーム２３を構成する櫛歯３４の歯幅Ｗ１およ
び隣接ピッチＰ１は、端部コーム２２を構成する櫛歯３２の歯幅Ｗ２および隣接ピッチＰ
２より小さく設定してある（Ｗ１＜Ｗ２）、（Ｐ１＜Ｐ２）。また、側部コーム１４を構
成する櫛歯３０の歯幅Ｗ３および隣接ピッチＰ３は、端部コーム２２を構成する櫛歯３２
の歯幅Ｗ２および隣接ピッチＰ２と同じである（Ｗ３＝Ｗ２）、（Ｐ３＝Ｐ２）。さらに
、側部マスカラコーム１６を構成する櫛歯１９の歯幅Ｗ４および隣接ピッチＰ４は、側部
コーム１４を構成する櫛歯３０の歯幅Ｗ３および隣接ピッチＰ３より小さく設定してある
（Ｗ４＜Ｗ３）、（Ｐ４＜Ｐ３）。因みに、側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の歯幅Ｗ
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４および隣接ピッチＰ４は、端部マスカラコーム２３の櫛歯３４の歯幅Ｗ１および隣接ピ
ッチＰ１にほぼ等しい。
【００５９】
　側部マスカラコーム１６の段落ち面１５からの突出寸法Ｈ１は、段落ち面１５の上部に
連続する周側面１８ａの段落ち面１５からの突出寸法Ｈ５より大きく設定してある（Ｈ１
＞Ｈ５）。このように、側部マスカラコーム１６の近傍に、端部側整形部１２の周側面１
８ａが設けてあると、周側面１８ａと端部マスカラコーム２３とが肌面に接当して、側部
マスカラコーム１６の先端が肌面に突き刺さろうとするのを規制できる。つまり、周側面
１８ａおよび端部マスカラコーム２３は、側部マスカラコーム１６が肌面に突き刺さるの
を規制する防護体として機能できる。
【００６０】
　上記構成のまつ毛整形具は、まつ毛を梳き流す前段作業と、まつ毛をカールする作業と
、マスカラ液のダマを除去する作業とに使用することができる。まつ毛を梳き流す前段作
業においては、側部マスカラコーム１６および端部マスカラコーム２３を使用して、絡み
合ったまつ毛を梳き流し、まつ毛全体の形を整える。
【００６１】
　まつ毛をカールする場合には、片手で本体ケース１を握り、スイッチノブ５をオン状態
にして第１・第２の両ヒーター８Ａ・８Ｂを加熱する。次ぎに、側部側整形部１１が上向
きになる状態でまつ毛整形具を概ね水平に保持し、まつ毛の湾曲中央部分を櫛歯３０でま
つ毛を梳き分けながら側部カール面１３をあてがう。この状態で図７（ａ）に示すように
まつ毛をヒーター８で加熱しながら上向きにすくいあげ、さらに、側部カール面１３を眉
毛の側へ向かって回転させて上向きにカールする。この状態を保持してカール部分を加熱
しながら、整形ヘッド２をさらに上向きに押し上げることにより、まつ毛の毛先まで確実
にカールできる。このように、まつ毛をカールさせるときは、まつ毛を側部コーム１４の
櫛歯３０で捕捉して、まつ毛が側部カール面１３に沿って横移動するのを規制できるので
、隣接する櫛歯３０の間に捕捉されたまつ毛の一群を適正にカールできる。
【００６２】
　目頭および目尻部分は、図７（ｂ）に示すように端部カール面２１が上向きになる状態
でまつ毛整形具を斜めに保持し、目頭および目尻部分に位置するまつ毛の基端寄りに端部
カール面２１をあてがう。さらに、まつ毛をヒーター８で加熱しながら斜め上向きにすく
いあげ、この状態を保持してカール部分を加熱する。このとき、端部カール面２１の左右
長さは、側部カール面１３の上下長さに比べて十分に小さいので、短くしかも毛密度が小
さなまつ毛を幅狭の端部カール面２１で的確に捕捉して適確にカールできる。このとき、
端部コーム２２の櫛歯３２は、まつ毛が端部カール面２１に沿って横移動するのを規制で
きる。片方の目のまつ毛のカールが終了したら、本体ケース１を逆の手に持ち変えて左右
逆向きにした状態で、他方の目のまつ毛をカールする。
【００６３】
　下まつ毛をカールする場合には、端部カール面２１が下向きになる状態でまつ毛整形具
を斜めに保持する。次にまつ毛の基端寄りに端部カール面２１をあてがって、まつ毛をヒ
ーター８で加熱しながら下向きにすくい下ろし、この状態を保持してカール部分を加熱す
る。この場合にも、上まつ毛に比べて短くしかも毛密度が小さな下まつ毛を、幅狭の端部
カール面２１で的確に捕捉して適確にカールできる。
【００６４】
　マスカラ液のダマを除去する場合には、図８（ａ）に示すように、マスカラ液が塗布さ
れたまつ毛の湾曲中央部分を側部マスカラコーム１６で数回梳き流して、マスカラ液のダ
マを除去し、まつ毛のカール形状を整える。さらに、図８（ｂ）に示すように、目頭およ
び目尻の短いまつ毛部分を端部マスカラコーム２３で複数回梳き流してマスカラ液のダマ
を除去し、まつ毛のカール形状を整える。同様にして、下まつ毛に付着したマスカラ液の
ダマを、端部マスカラコーム２３で梳き流して除去し、まつ毛のカール形状を整えること
ができる。
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【００６５】
　以上のように、端部マスカラコーム２３を備えたまつ毛整形具によれば、まつ毛を化粧
する過程で、まつ毛の前段梳き流し作業を端部マスカラコーム２３で行ったのち、まつ毛
をヒーター８で加熱しながら端部カール面２１でカールすることができる。また、カール
したまつ毛にマスカラ液を塗布したのち、まつ毛に付着したダマを端部マスカラコーム２
３で梳き取って、まつ毛を仕上げることができるので、まつ毛整形具とは別に専用のマス
カラコームを用意する必要がない。
【００６６】
　図９は、まつ毛整形具の別の実施例を示す。そこでは、横櫛ベース１８の周側面１８ａ
の前後中央に端部マスカラコーム２３を設けた。この場合の端部マスカラコーム２３の櫛
歯３４は、上向きに突出する状態で左右方向に３個設けた。この場合にも、端部マスカラ
コーム２３の櫛歯３４と端部コーム２２の櫛歯３２との関係寸法は、先の実施例と同様に
（Ｗ１＜Ｗ２）、（Ｐ１＜Ｐ２）を満足できるようにした。他は先に説明した実施例と同
じであるので、同じ部材に同じ符号を付して、その説明を省略する。図１０の説明におい
ても同じとする。
【００６７】
　図１０は、まつ毛整形具のさらに別の実施例を示す。そこでは、横櫛ベース１８の周側
面１８ａの上縁に沿って、端部マスカラコーム２３を横向きに突出する状態で設けた。こ
の場合の端部マスカラコーム２３の櫛歯３４は、横向きに突出する状態で前後方向に５個
設けた。このように、端部マスカラコーム２３は、端部コーム２２の配列構造の違いに応
じて、周側面１８ａの任意位置に形成することができる。
【００６８】
　上記のまつ毛整形具は、以下の態様で実施することができる。
　グリップを兼ねる本体ケース１の一端に整形ヘッド２を有し、
　整形ヘッド２の対向周面の一側に側部側整形部１１と、まつ毛を加熱するヒーター８が
配置され、対向周面の他側にまつ毛に付着したマスカラを梳き取る側部マスカラコーム１
６が設けてあるまつ毛整形具。
【００６９】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１が、側部側整形部１１に設けた側部
コーム１４の櫛歯３０の突出寸法Ｈ２より大きく設定してあるまつ毛整形具。
【００７０】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１が、側部コーム１４の櫛歯３０の突
出寸法Ｈ２の２倍を越える値に設定してあるまつ毛整形具。
【００７１】
　上記のまつ毛整形具によれば、整形ヘッド２の周面一側に設けた側部側整形部１１で、
主にまつ毛列の湾曲中央部分に沿って生えている長くて密度の高いまつ毛をカールでき、
周面他側に設けた側部マスカラコーム１６でマスカラ液のダマを梳き取ることができる。
詳しくは、マスカラ液を介してくっ付きあったまつ毛を側部マスカラコーム１６で梳き流
して単毛状に分化し、同時にダマを梳き取ってまつ毛をより自然な感じに仕上げることが
できる。
【００７２】
　側部マスカラコーム１６の櫛歯１９の突出寸法Ｈ１を、側部コーム１４の櫛歯３０の突
出寸法Ｈ２より大きく設定すると、突出寸法Ｈ１の大きな側部マスカラコーム１６でまつ
毛を確実に捕捉して梳き流すことができる。したがって、まつ毛をカールする前にまつ毛
を梳き流す前段作業を適確に行えるのはもちろん、くっ付きあったまつ毛の分化と、まつ
毛に付着しているダマの除去とを適確に行える。とくに、櫛歯１９の突出寸法Ｈ１が、櫛
歯３０の突出寸法Ｈ２の２倍を越える値に設定してある場合には、まつ毛をカールする前
の前段梳き流し作業と、マスカラ液を塗布した後のダマの除去などをさらに確実に行うこ
とができる。
【００７３】
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　上記の実施例以外に、第１ヒーター８Ａと第２ヒーター８Ｂとは、スイッチノブ５を切
り換え操作して個別に独立して加熱することができる。上記の実施例におけるヒーター８
は、発熱面が剥き出しになっているが、金属製あるいはプラスチック製のプレートでヒー
ター８の外面を覆うことができる。側部コーム１４、端部コーム２２、側部マスカラコー
ム１６、端部マスカラコーム２３は、それぞれ独立した部品として構成して、整形ヘッド
２に対して着脱できる構造を採ることができる。上記の実施例では、端部コーム２２の櫛
歯３２を側部カール面１３と平行に設けたが、櫛歯３２は側部カール面１３と直交する状
態で設けることができる。整形ヘッド２には、側部側整形部１１と端部側整形部１２のう
ち、いずれか一方が設けてあってもよい。
【符号の説明】
【００７４】
１　本体ケース
２　整形ヘッド
６　ヘッドベース
７　櫛枠
８　ヒーター
１１　側部側整形部
１２　端部側整形部
１３　側部カール面
１４　側部コーム
１５　段落ち面
１６　側部マスカラコーム
１９　側部マスカラコームの櫛歯
２１　端部カール面
２２　端部コーム
２３　端部マスカラコーム
３０　側部コームの櫛歯
３２　端部コームの櫛歯
３４　端部マスカラコームの櫛歯
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